
東京工業高等専門学校 開講年度 平成31年度 (2019年度) 授業科目 国語総合I
科目基礎情報
科目番号 0037 科目区分 一般 / 必修
授業形態 授業 単位の種別と単位数 履修単位: 1
開設学科 電子工学科 対象学年 1
開設期 前期 週時間数 2
教科書/教材 『新精選　国語総合　現代文編』(明治書院)，配布プリント/『セレクト漢字検定　5級-2級』(桐原書店)
担当教員 青野 順也
到達目標
1.評論の内容を正しく読みとり，筆者の主張を説明できる。
2.小説作品に登場する人物の心情を説明できる。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 最低限の到達レベルの目安
（可） 未到達レベルの目安

評価項目1
評論の文章構造を把握した
うえで，筆者の主張を正確
に説明できる。

評論において，筆者の主張
をまとめることができる。

評論において，筆者の主張
の大概をまとめることがで
きる。

評論において，筆者の主張
を捉えることができない。

評価項目2
小説において，登場人物が
おかれている状況と心情と
が分かる。

小説において，登場人物が
おかれている状況と心情と
がおおよそ分かる。

小説において，登場人物が
おかれている心情がおおよ
そ分かる。

小説において，登場人物が
おかれている状況と心情と
が分からない。

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要
この授業では，評論と小説の読解・鑑賞を通して，各自のものの見方・考え方を豊かにしていくことを目標とする。評
論の読解からは各自の考えを文章などで表現する際の手かがりを身に付けていき，小説の鑑賞からは豊かな情操を身に
つけてほしい。

授業の進め方・方法 講義形式で進めていくが，諸君の積極的な発言を期待する。また，後日配布する予定表にしたがって小テストを実施す
る。計画的に学習しておくこと。

注意点
この授業は，たとえば小テストの準備など，自学自習が重要視される。難解な語句の意味調べなど，必ず予習をしたう
えで授業に臨むこと。なお，漢字テストは欠席すると0点となるので注意すること。いかんともしがたい事情があり追試
験を希望する場合は，その旨を書面などに記したうえで申し出ること。

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 ガイダンス
山崎正和「水の東西」1 ・授業の進め方と成績評価の方法について理解する。

2週 山崎正和「水の東西」2 ・西洋文化との比較によって日本文化を深く理解でき
ることに気付く。

3週 山崎正和「水の東西」3 ・本文中の主張と例とを分けて捉え，要約文を作成で
きる。

4週 多木浩二「世界中がハンバーガー」1 ・「ファースト・フード」が流行した理由について説
明できる。

5週 多木浩二「世界中がハンバーガー」2 ・「食事」のもつ非日常的な側面について説明できる
。

6週 多木浩二「世界中がハンバーガー」3 ・キーワードを見つけ出し，意味段落ごとに内容を整
理できる。

7週 前期中間試験 ・ここまでの学習をふまえ，設問に対して的確に答え
る。

8週 前期中間試験　返却・解説 ・前期中間考査の結果を承けて，期末に向けての学習
態度と目標とを確立する。

2ndQ

9週 芥川龍之介「羅生門」1 ・作中世界について，本文中の表現に基づいて説明で
きる。

10週 芥川龍之介「羅生門」2 ・「下人」の心情とその変化とについて説明できる。
11週 芥川龍之介「羅生門」3 ・悪を肯定する「老婆」の論理を説明できる。

12週 鷲田清一「じぶん・この不思議な存在」1 ・〈わたし〉という存在はどのようにして成り立って
いるかを説明できる。

13週 鷲田清一「じぶん・この不思議な存在」2 ・〈わたし〉にとって他者とはどのような存在なのか
を説明できる。

14週 鷲田清一「じぶん・この不思議な存在」3 ・文章中の抽象的な箇所について，たとえ話を使って
説明できる。

15週 前期末試験 ・ここまでの学習をふまえ，設問に対して的確に答え
る。

16週 前期末試験　返却・解説
・前期末試験の結果を承け，理解が不十分であった箇
所の学習計画を作成し，今後の国語学習の足かがりを
得る。

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

基礎的能力 人文・社会
科学 国語 国語

論理的な文章(論説や評論)の構成や展開を的確にとらえ、要約で
きる。 3

論理的な文章(論説や評論)に表された考えに対して、その論拠の
妥当性の判断を踏まえて自分の意見を述べることができる。 3 前5

文学的な文章(小説や随筆)に描かれた人物やものの見方を表現に
即して読み取り、自分の意見を述べることができる。 3

常用漢字の音訓を正しく使える。主な常用漢字が書ける。 3



類義語・対義語を思考や表現に活用できる。 3
社会生活で使われている故事成語・慣用句の意味や内容を説明で
きる。 3

専門の分野に関する用語を思考や表現に活用できる。 3
評価割合

試験 発表 相互評価 態度 ポートフォリオ 小テスト 合計
総合評価割合 70 0 0 10 0 20 100
基礎的能力 70 0 0 10 0 20 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


